
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

刑事責任の基調

不破, 武夫
九州帝国大学教授

https://doi.org/10.15017/1198

出版情報：法政研究. 13 (2), pp.1-14, 1943-10-30. 九州帝国大学法政学会
バージョン：
権利関係：



、

’
、

～

’

不

破

．
武

0

夫

ノ
9

■

’ト

サ

》

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
層
　
2
　
‘
，
　
　
　
噛
　
　
　
　
、

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
犯
罪
は
、
張
ぎ
道
義
的
非
難
に
慣
す
る
重
大
な
る
就
會
秩
序
違
反
．
の
行
管
た
る
黙
に
、
．
其
の
本
質
が
あ
る
。
藏
に
道
義
と
構
す
る
、
．
、

　
の
倣
、
枇
食
生
活
に
於
い
て
人
の
踏
み
行
ふ
べ
き
道
理
で
あ
り
、
、
就
中
、
、
古
記
の
信
念
の
中
に
脈
々
と
し
て
生
き
て
み
る
生
活
條
理
．
、

を
い
ふ
．
元
廉
、
犯
罪
漁
て
肚
會
現
参
し
兎
歯
す
る
こ
ど
は
、
今
且
磐
當
然
の
違
と
し
導
く
ら
れ
て
る
る
の
で
簗
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乃
が
、
蕪
に
い
ふ
選
書
砿
、
自
然
科
学
葡
に
設
明
港
ち
巾
る
機
械
論
的
な
砒
魯
で
は
な
く
、
歴
史
之
傳
統
に
ま
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
悔
　
　
、
．

國
家
的
基
盤
に
立
つ
、
生
き
た
祀
會
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
犯
罪
は
、
斯
く
の
如
き
謬
言
秩
序
に
封
ず
る
重
大
な
る
侵
害
と
℃
で
、
．

、
道
講
に
筆
べ
か
ら
ざ
る
為
た
を
と
、
を
以
て
共
の
本
毒
す
る
。
・
．
．
・
　
．
、
　
，
，
・

、
　
從
つ
で
、
犯
罪
概
念
を
構
成
す
る
契
機
た
る
》
構
成
要
件
。
違
法
。
責
任
と
い
ふ
三
種
の
概
念
要
素
も
亦
、
犯
罪
の
本
質
を
上
記
の

如
く
に
理
解
す
る
を
に
よ
っ
て
、
籍
な
る
内
的
聯
關
を
以
て
結
合
芝
め
ら
れ
る
を
を
要
す
る
。
即
ち
、
構
成
舞
は
、
苛

　
　
　
す

罰
的
違
法
行
爲
の
類
型
的
黒
髭
を
最
も
明
確
に
顯
示
し
つ
つ
、
併
ぜ
て
罪
珊
法
定
主
義
の
更
請
に
懸
じ
個
人
の
魯
由
と
三
三
と
を
保

護
す
る
籠
茎
魔
奮
季
藤
品
評
で
善
導
の
建
造
に
該
配
す
る
行
爲
は
ご
般
的
に
調
嗣
へ
ば
駅
行
爲

、

、
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で
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し
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馬
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手
段
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よ
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會
防
衛
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受
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べ
き
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で
あ
り
隔
・
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罰
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象
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に
三
四
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

ト
馨
心
理
慧
雲
華
る
こ
と
と
毫
。
刑
笹
踊
の
本
質
を
斯
《
の
如
く
理
學
を
歪
よ
つ
て
、
現
行
管
長
響
の
索

・
任
巌
壁
婁
画
竜
及
薯
墨
壷
．
醗
亨
過
＄
と
憶
断
業
も
亦
お
の
つ
か
互
慣
七
た
騒
に
到
達
し
て
、
．

．
責
魚
群
毒
、
荊
罰
と
い
ふ
方
鷺
よ
つ
て
愚
防
衛
の
目
的
を
達
レ
得
べ
意
力
，
講
ひ
挨
へ
れ
ば
読
は
刑
罰
穰
性
君
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七
、
私
の
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る
を
歪
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ズ
刑
穰
犯
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闘
轟
霧
衛
の
虚
夢
り
鴛
も
、
碧
儀
れ
を
難
る
葬
で
，
・

る
つ
で
、
腺
畜
貧
茎
箕
の
定
型
異
に
す
る
。
．
潮
面
瀟
罰
法
規
を
製
落
薯
畢
書
的
讐
に
よ
っ
て
、
㌦

，
泥
罪
と
し
て
量
纂
の
決
定
的
な
禁
止
を
意
違
犯
諸
芸
の
ゑ
た
場
ム
・
液
刑
蓼
科
す
る
所
以
は
巽
の
行
爲
に
ウ
ぎ
一

・
行
書
澹
讐
，
．
最
も
嚴
婁
る
輩
を
繋
る
蕩
に
外
な
挨
ぬ
而
し
て
、
其
の
科
せ
ら
れ
る
刑
禦
諄
れ
ば
喜
程
其

の
行
爲
の
禁
止
が
嚴
薯
あ
っ
、
養
行
業
に
重
る
饗
の
輩
が
重
大
で
薯
ζ
と
を
、
國
民
に
罷
せ
七
む
る
欝
を
も
つ
、
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性
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有
力
な
る
玉
垂
す
ら
生
す
る
忙
至
グ
た
。
’
社
會
的
責
任
論
の
立
場
か
ら
は
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專
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の
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⑩
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ﾍ
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昏
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配
又
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期
待
可
能
性
の
思
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を
麓
の
問
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遅
解
決
ぜ
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と
す
協
で
あ
っ
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憲
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落
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．
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．
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を
華
し
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把
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潜
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齎
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．
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如
く
、
本
餐

奮
違
垂
髪
し
割
罰
を
軽
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、
欝
塚
的
轟
を
確
立
し
砒
篠
羅
孕
皇
を
髪
最
垂
大
な
る
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命
と
著
て
み
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刑
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。
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量
れ
薯
．
塵
聖
み
発
行
綾
を
つ
あ
で
み
蔑
鐸
麿
画
蓄
織
の
基
礎
遷
す
藁
塚
の
砒
灘
．
・

・
の
毒
を
謡
講
を
ず
養
暫
唾
．
鑑
毒
忌
講
親
を
略
つ
で
廃
で
み
る
9
内
蔵
罪
や
外
患
罪
譲
下
記

礎
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磐
の
は
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愚
案
の
籍
選
づ
藩
．
然
の
こ
嘉
愚
存
れ
紫
嶺
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跳
の
種
の
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罪
に
つ
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ﾒ
と
昆
の
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の
漢
重
犯
器
か
つ
と
は
限
ら
な
い
．
聖
書
或
垂
の
営
繕
い
唾
期
濤
雇
と
い
を
と
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難
廃
簗
き
庫
と
救
毒
悪
て
万
ゐ
．
蕩
顯
薫
る
場
、
胤
と
斐
、
華
燭
毒
（
割
法
翠
違

．
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漂
庵
毒
㊨
成
老
っ
芝
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罪
可
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禦
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味
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な
げ
希
な
ち
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落
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遅
「
魔
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よ
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つ
看
罪
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墨
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て
で
ま
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燃
か
浦
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刑
法
翠
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の
種
の
行
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一
墨
壷
ろ
く
番
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悪
慣
ぞ
一
む
顕
は
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綴
童
選
書
藩
王
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の
使
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を
果
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得
る
2
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と
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る
濃
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四
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迅
失
は
注
意
義
務
の
管
掌
を
も
つ
て
骨
子
と
す
る
。
注
意
義
務
の
僻
怠
あ
り
ゃ
否
や
の
剣
断
は
、
．
本
人
が
注
意
義
務
を
蓮
守
し
得
ぺ
か
り
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こ
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と
す
る
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此
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華
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暴
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事
件
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過
失
事
件
に
っ
き
期
待
可
能
性
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き
・
、
と
を
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由
と
む
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無
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を
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し
て
み
る
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法
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行
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．
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も
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れ
婆
漏
壷
に
満
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他
人
註
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生
括
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に
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を
か
け
る
ζ
と
な
ぐ
、
－

法
秩
序
を
蟹
し
な
い
意
識
・
無
題
識
の
心
構
へ
（
げ
。
語
。
・
。
・
寡
・
彰
脅
誓
び
2
房
ぎ
。
。
。
密
軽
。
・
8
一
ま
。
甘
）
、
．
そ
の
も
の
の
う
ち
に
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
と
考
κ
る
。
街
、
多
少
の
読
明
を
回
忌
と
す
る
で
驚
う
。
～
一
一
9
・
・
、
・
乞
，
」
，
　
、

　
．
先
づ
、
曳
典
型
的
な
る
故
意
は
、
．
具
盟
枝
接
實
を
認
識
し
、
且
つ
其
の
違
法
性
を
意
識
し
つ
つ
構
成
要
件
に
該
當
ナ
る
事
實
を
實
現
す

る
意
思
ど
レ
で
規
定
せ
ら
焦
躍
め
種
の
意
思
作
用
は
・
自
書
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た
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從
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度
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知
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欝
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麟
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